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漁網材料の研究

IV.網糸直径のー測定法

浦鉄雄

(北海道大学ホ産学部漁其物理学教室〉

Mechanical Studies of Fishing Net Materials 

N. A method of measuring the diameter of a netting cord 

Te回 lO MIURA 

Abstract 

The apparent diameter of a netting cord is measured by the use of the micro:叡:ope，vernier 
calipers or micrometer， but the measurement， in the caa of 80ft∞rd， is often uncertain，以ョcause
the cord crωs-S!詑tiondeparts from its circularity as a児suItof a s!ight side compr'闇 ionwhi!e 
the cord finen邸sis varied by a slight tensile force. Therefore， it is usual for. the diameter of 
such cord to be expressed in the substantial size measured by the gravimetric method， but this 
r問uiresa lot of a time and labor. 
Themethod d飴cribedin this paper is very simple. The finer鴎 sof a cord is expr，白髭din 

the value of the diameter at rupture measured by the use of the micrometer. The diamet釘 at

rupture and the substantial diameter are weU in proportion， and such the proportional relation 
is given by formula (1) for cotton∞rd andくのforami!an cord. 
If the measurement of the diameter at rupture is obtained， these formulas enable one to 
∞mpute the approximate value of the su凶tantialdiameter. Roughly speaking， in the case of 
the ∞tton cord 0.95 times the former gives the latter while in the ami!an cord these two are 
a凶utequal. 

緒言

網糸の見掛けの太さは，顕徴鏡，ノギス或はマイグロメーターなどで測られ，実質の太さは比重法によっ

て求められる。見掛けの太さは，剛い糸では大体確定するが，軟かい糸では糸そのものが変形しやすいので，

どんな状態の時の太さをもって固有の太さとするかを決めない限り不篠定である。

それで軟かい糸の太さは普通比重法によっているが，これが実は見掛けの太さを測る場合と同様に糸のど

んな状態の時の長さをもって固有の長さとするかを決めない限り不確定となる性質のものであり，しかも測

定が面倒な上に時間を要する。従って，もし糸の状態が適当に決められて手加減などなしに見掛けの太さを

測り得るならば，これに越したことはなU、。

著者は綿糸及びアミラシ糸について，張力によって切断する直前の太さをマイグロメーターで測り，この

値がさきに本題第E報1)に求めてある実質直経の値とよく比例し且極めてそれに近い値をとることを知った

ので，ここに報告する。

供鼠材料

函館製網K.K.製普通撚綿網糸及びアミラ y絹糸で，その太さの種類及び構造は次の通りである。詳細は

本題第I報2)に示してある。

綿 糸:抑/4，6， 8， 10， 12， 14， 15， 16， 18， 20/3 Zの10種類
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アミラシ糸 250dく15)/3，4~ 5， 8， 10， 12， 15， 18， 2O/3Z及び250d(15)/4/4Zの10種類

測定方法

糸の抗接カ測定の際，荷重が漸増するに従って糸は引締められ細くなると共に剛くなっていく。その刻々

の直径を竜頭を結えず廻しながらマイグロメーターで読んでいると，切断荷重近えでは竜頭は殆んど室廻り

するだけになり，ついに読みが一定となって糸は切断する。この時の読みを“切断時直径"と名付けるなら

ば，これは，同じ繊維同じ構造の糸ではほヲ決まった値となり，糸の属性のーっと考えてよい。

綿糸及びアミラシ糸の夫々の太さのものについて試斜15木の切断時直径の平均値を示せば第1表のD怖のA

通りである。命表には比較考察の便宜上本題第E報1)に求めである比重法による実質直径の値DsをDl'示した。

Table 1. Su協同ltialdiame'旬開 m回.suredby由egravimetric method， and 
diameters at rupture mea.sured by也euse of出emi，αometer，of 
the various numbe四 ofthe netting ∞，rds.キ
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Cotton cotd Amilan∞rd 

Ds mm D冊 mm I #; I Ds ロ1m D凪 ロ1m

O. 6 0 4 O. 62 3 O. 5 2 1 O. 5 1 

O. 740 O. 7 7 4 O. 6 0 2 O. 6 3 

O. 8 5 4 O. 8 8 5 O. 673 O. 6 7 
** O. 955 1. 01 5.3 O. 6 9 3 0.68 

1. 046 1. 10 8 O. 8 5 1 O. 8 0 

1. 130 1. 21 10 O. 95，2 0.97 

1. 170 1. 23 12 1. 043 1. 00 

1. 208 1. 27 15 1. 166 1. 06 

1. 2 8 1 1. 34 18 1. 277 1. 2 5 

1. 3 5 1 。1.42 却 1. 346 1. 30 

* 2Qs/v/3Z cotton cord and 250d (15)!v/3Z amilan ccτd旬 isthe number of 
yams in one stra吋 andthe cord number on a 3 strands cord). 
**匂ethe author's(previous papぽ p.354.

実質遭径と切断時直径との比厳

前述のようにして求めた切断時直径が，同じ繊維糸の種々の号数の広い範囲に亘って，比重法による実質

直径と一定関係をもたなければ，その測定は無意味である。今第I表によって切断時直径を横軸に，実質直

径を縦軸にとって図示すれば第1図めようになり，ほヨ両者は比例していることが知られる。よって切断時

直径に対する実質直径の回帰関係が原点を通る直践であると仮定し，本題第1報2)354頁の計算順序に従っ

て実質直径Dsの切断時直径Dmに関する母国帰係数βの信頼区聞を算出し， DsとDmとの関係式を求aめ

れば次のようになる。

綿 糸: 標本回1帰係数 b=l:DsDm/l:D!..=O.951 その不備分散平方根 Ub=O.∞8
t分布表ねによれば n=N-2=11-2=9 のとき.to.05=2.262 

O.偲4くβく0.969 即ち β=0.951:t:0.018 

故に 95%信頼度で Ds = (0.951士0.018)D怖 く1)

一却型一
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Fig. 1. Subs加 ltialdiame国'sCordinate) plot加dagainst diame匂rs
at rupture Ca凶ci翻).
The lin凶 arefitted from formulas (1) and (2). 

アミラシ糸: 標本回|帰係数 b=1.回2 その不偏分散平方根 Ub=0.028 

人 O品 8くβく1.蜘 即ち β=1.回2土0.064

故に 95%信頼度で Dg=(1.032士O.094)D冊 く2)

CYI; 3 

綿糸の場合はく1)によって明らかなように95%信頼度で DsとD怖との聞に有意の差があり ，Dgより D怖

の方が僅かながら大きい。これは切断時直径が綿緩維内外の窓際を含めて測っているためで，これが引張り

による実質断面積の波少からくる径の縮少を補って余りあることを意味している。

アミラシ糸の場合は(2)によって明らかなように95%信頼度でDsとD凪との聞に有意差がない。これは，

切断時直径が→方では繊維聞の空際を含めて測るために実質直径より大きな値をとろうとするものである

が，他方では引張りにより繊維が細まるために実質直径より小さな値をとろうとするものであり，結局この

相反する性質が互に打消し合うためであろうと考えられる。勿論回帰直線の周りに点のばら.つきが大きく従

って回帰係数の信頼区聞が大きいことも原因する。

近似的には綿糸の場合は切断時直径の95%をとれば実質直径を与えるし，アミラ y来、の場合は切断時直径

をもって実質直径と見倣してよい。

摘 要

草炭かい絹糸の比重法による実質直径の値とその切断時直径〈強力によって糸が切断する直前の直径〉をマ

イクロメーターで測った値とはよく比例する。この比例関係式を予め知っておれば，切断持直径を測ること
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により実質直径の値を算出することが出来る。

この実験に用いた綿糸及びアミラシ糸に対する実質直径と切断時直径の比例関係は本文く1)及びく2)式で

示される。近似的には，綿糸では切断時直径の値の95.9五，アミラシ糸では切断時直径の値そのま》が実質直

径を与える。
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